
北海道教育庁学校教育局部活動改革推進課

事務局説明

「北海道の部活動の在り方に関する方針」等の改正について資料3 … 1～2 ページ



①
適切な指導・安全安心の確保に向けて、暴力・暴言・ハラスメント、いじめ等の不適切行為を防止するための留意事
項等を追記

②

休養日・活動時間の設定基準の修正

③

その他の文言整理等

１ 改正の趣旨
部活動改革の基本的な考え方を示すため、令和７年12月に新たに策定された国のガイドラインにおける「学校部活動の在り方」の

記述を踏まえ、本道の「北海道の部活動の在り方に関する方針」及び「道立学校に係る部活動の方針」の一部改正を行うもの
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「北海道の部活動の在り方に関する方針」等の改正① 資料 1-3

２ 改正内容

３ 施行期日
令和８年（2026年）４月１日

○平日と週末のそれぞれに設けていた休養日の設定基準を柔軟化
○週当たりの活動時間上限を明文化

・部活動が、「教員以外が積極的に参画すべき業務」である旨の追記
・部活動の設置にあたり、マルチスポーツ部等としての集約等を検討する旨の追記
・学習指導要領解説における部活動の位置付けに留意する旨の追記 など

２ 適切な指導・安全安心の確保 (1)・(2)

３ 適切な活動時間・休養日等の設定

国のガイドライン：部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン

Ⅳ 学校部活動の在り方
１ 適切な運営のための体制整備
（１）学校部活動に関する方針の策定等

都道府県、学校の設置者、校長は、それぞれ、本ガイドライン等に則り、適切な活動時間・休養日の設定を
含めた学校部活動に関する方針を策定すること。
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「北海道の部活動の在り方に関する方針」等の改正② 資料 1-3

改正後 現 行

休養日

基 準 週２日以上
週２日以上

（平日１日及び週末１日）

弾力的な設定
（高校段階）

週１日以上
上記のほか月１日以上

平日：週１日以上
週末：月１日以上

活動時間

基 準
平日 ： ２時間程度
休日 ： ３時間程度
週当たり：11時間程度

平日 ： ２時間程度
学校の休業日 ： ３時間程度

弾力的な設定
（高校段階）

平日 ： ３時間程度
休日 ： ４時間程度
週当たり：16時間程度

平日 ： ３時間程度
学校の休業日 ： ４時間程度

週当たり：16時間程度

※注１
日曜日及び土曜日、祝日、年末年始
（12月29日～翌年1月3日までの日
（祝日を除く））

※注２
高等学校段階においては、道教委が
別に定める要件（複数顧問の配置や
地域住民等の部活動運営に係る支援
体制など）を満たす場合に、休養日
及び活動時間の弾力的な設定の範囲
内で活動を行うことができる。
弾力的な設定を行う場合は、道教委
に申出書を提出する必要がある。

※注１

週の活動内容

平 日 週 末 週合計

月 火 水 木 金 土 日 休養日数 活動時間

2H 2H 2H 2H 3H 2日 11H

2H 2H 2H 2H 2H 2日 10H

2H 2H 2H 3H 2H 2日 11H

2H 2H 2H 3H 3H 2日 12H

1H 1H 2H 2H 2H 2H 1日 10H

【活動パターンの例】※弾力的な設定をしていない場合

活動の可否

改正後 現行

○ ○

○ ×

○ ×

×（週当たりの活動時間超過） ×

×（週当たりの休養日数不足） ×

※注１

※注２

※注２

休養日・活動時間の設定基準


